
 

 
 

上演⑪ 岐阜県  岐阜高校 

「エンセオジェン」（創作） 

■本番を終えて 

 自分たちが今まで練習してきた最大限の演劇をすることができま

した。 

■脚本のねらい 

 １年前の夏大会の上演を見てメッセージ性のある作品を作りたい

と思いました。自分たちが今抱えている「依存」という問題を主軸の

テーマとし、そのテーマに沿うようなキャラ作りや、セリフ一つひと

つを大切に作りました。 

■演出の工夫 

 演技指導に力を入れました。また、アクティング・エリアを意識し

て、舞台上のどこで演じるのがよいかを考えました。どのようにした

らより効果的な場面になるかは常に考えました。 

■苦労したところ 

 主人公の細かい役作りに苦労しました。また、部員が少ないので大

きな舞台装置を作るのは大変でしたが、部員一人ひとりがプロフェ

ッショナルな仕事をしてくれるので、お互いを信頼しあい、作り上げ

ることができました。 

■お客さんに一言 

最後のシーンが伝えたいことのすべてです！ 
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